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にしようとしたポール ･グライスの理論を参照し (Grice1975)､グイの発話が ｢協調の原理｣や
それに付随する ｢会話の公準｣によってどの程度うまく理解できるかを検討した｡分析の素材と







は不可能であることを論じた｡そこにジェフリー ･リー チの提唱する ｢丁寧さの原理｣を介在さ
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